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1-1 研究の背景

背景
生まれ育った環境によって，子どもが獲得する学力に差がつくことを「学力
格差」とよぶ．必要な教育を受け，一定の学力を身に着ける機会は本来平等
であるべきだが，現実には生まれや育ちの環境によって状況が異なる．単
なる本人の得意不得意による学力差と違い，学力格差では本人の意思に関
係なく生まれによって差がつくことが大きな問題となる．その差は一時的
なものに終わらず，教育達成や社会達成の差となり，生涯にわたって影響す
る．そうした達成を実現できた人とそうでない人の間に，互いへの偏見や
差別意識が生じたりする場合もあり，そうした結果，社会的な信頼感が低下
して，社会全体がバランスを失ったり，活力が下がってしまったりする可能
性もある．

目的
利用者がいつでもスケジュールを変更できる柔軟で適応性のあるシステム
の構築が重要と考えた．これにより，自身のペースで学習でき，変動する学
習ニーズに迅速に対応できる環境が整う．このような柔軟性のあるシステ
ムは，学習効果を最大化し，子供たちが学びの楽しさを感じやすくする一助
となる．
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1-1 研究の背景

図 1: 画像 A
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1-2 研究の目的

目的
利用者がいつでもスケジュールを変更できる柔軟で適応性のあるシステム
の構築が重要と考えた．これにより，自身のペースで学習でき，変動する学
習ニーズに迅速に対応できる環境が整う．このような柔軟性のあるシステ
ムは，学習効果を最大化し，子供たちが学びの楽しさを感じやすくする一助
となる．
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1-3 研究の概要
未定
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2-1 eラーニング教材と自発的能動学修の涵養

図 2: 画像 A
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2-2 自主学習の予定作成におけるフロート

図 3: 画像 A
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2-3 内容系統を考慮した学習進度管理

図 4: 画像 A
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3-1 遡り学習と積み上げ式学習

図 5: 画像 A
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3-2 CPMによる履歴データからの学習計画

図 6: 画像 A
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3-2 CPMによる履歴データからの学習計画

図 7: 画像 A
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3-3 教材推薦における学習履歴活用

図 8: 画像 A
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3-3 教材推薦における学習履歴活用

図 9: 画像 A
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4-1 予定作成の最適化としての定式化

図 10: 画像 A
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4-1 予定作成の最適化としての定式化

図 11: 画像 A
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4-1 予定作成の最適化としての定式化

図 12: 画像 A
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4-2 教材管理と学習進度管理の手法

図 13: 画像 A
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4-2 教材管理と学習進度管理の手法

図 14: 画像 A
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4-2 教材管理と学習進度管理の手法

図 15: 画像 A
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4-2 教材管理と学習進度管理の手法

図 16: 画像 A
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4-3 内容系統を考慮した目標逆算型学習支援シス
テム

図 17: 画像 A
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4-3 内容系統を考慮した目標逆算型学習支援シス
テム

図 18: 画像 A
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5-1 UIについて

図 19: 画像 A
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5-1 UIについて

図 20: 画像 A
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5-1 UIについて

図 21: 画像 A
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5-1 UIについて

図 22: 画像 A
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5-1 UIについて

図 23: 画像 A
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5-1 UIについて

図 24: 画像 A
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5-1 UIについて

図 25: 画像 A
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5-2 アンケート結果

図 26: 画像 A
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6 終わりに

今後の課題　引継ぎ時にできそうなこと
新課程に適応．
検索キーワードを適切なものに変更（キーワード抽出などが使えそう）．多
目的最適化などでスケジュールの立て方を見直す．現在裏で csvを大量に
作っているのでデータベースなどを用いてサイズの軽量化をする．
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進捗

しないといけないこと
サーバーにあげて数値実験をしたい．
清水さんの 10種のアンケートを丸パクリする．
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